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資料 １ 

令和４年度 昭和館運営事業の実施状況について 

（令和５年１月末日現在） 

 

１ 昭和館入場者状況 

・新型コロナウイルス感染症対策 

令和３年１０月 1日（金）に緊急事態宣言が解除された以降も、引き続き新型コロナウイルス

感染拡大予防対策として、手指消毒、検温、マスクの着用、来館者の連絡先記入、３密を防止す

るための各階の入館者数の制限、館内の一斉清掃等を徹底した。 

公益財団法人日本博物館協会による博物館における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイド

ライン改定（緩和）を受け、令和４年１１月１日（火）から基本的な感染拡大予防対策（手指消

毒、検温、マスク、一斉清掃等）のみを引き続き実施することとし、来館者の利便性を図った。 

 
（１）総入場者数 

１１８，２３４人（３年度同期 ６６，０９９人 対比７８．９％増） 

なお、平成１１年度以降の入場者総数は、６，５６１，１５７人となった。 

 

（２）各展示室等の入場者内訳 

 
令和４年度入場者数 

（令和４年４月～令和５年 1月） 

令和３年度同期入場者数 

（令和３年 4月～令和４年 1月） 
対比 

ア 常設展示室 ４１，１６８人 １９，８４５人 １０７．４％増 

 個人有料入場者 １４，４７８人 ８，４４０人 ７１．５％増 

団体有料入場者 １，０５８人 ４４６人 １３７．２％増 

無料入場者 ２５，６３２人 １０，９５９人 １３３．９％増 

 小・中学生 ２１，５８０人 ９，２０７人 １３４．３％増 

イ 映像・音響室 １５，９３８人 １０，０３２人 ５８．９％増 

ウ 図書室 ７，７５３人 ４，９０５人 ５８．１％増 

エ 特別企画展 ４３，２０９人 ２４，４７１人 ７６．６％減 

オ ニュースシアター １０，１６６人 ６，８４６人 ４８．５％増 

    計 １１８，２３４人 ６６，０９９人 ７８．９％増 
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２ 広報活動の実施状況 

（１）昭和館事業のＰＲ活動等 

昭和館事業内容のＰＲのため、東京メトロ九段下駅４出口、東西線２番ホーム、半蔵門線３

番ホームの電飾掲示板に掲示し事業内容のＰＲ活動を行い、都営新宿線車内の窓上にもポスタ

ーを掲示した。さらに、ＪＲ飯田橋駅構内に電飾看板を掲示し、ＪＲの利用客にもＰＲ活動を

行った。 

さらに、東京メトロ・東京都交通局一日乗車券特典ガイド「ちかとく」、ＪＴＢや 千代田区

等のガイドブック、毎月発行される千代田区報等に当館の紹介記事を掲載した。 

その他、読売新聞、東京新聞、産経新聞、毎日新聞、日本教育新聞等に広報記事を 掲載し

た。 

 

（２）広報資料の送付等 

８頁の広報活動状況のとおり、「昭和館館報」については、令和４年８月に都道府県、政令

指定都市、教育委員会、東京特別区、全国の老人クラブ連合会、各省庁図書館等に対して送付

した。なお、都道府県遺族会、類似施設、大学図書館等には「昭和のくらし研究」も併せて送

付した。令和３年６月上旬に全国の公立小・中・中等学校に「昭和館だより第３６号」を送付

し、１１月上旬に、全国の公立小・中学校に対して「昭和館だより第３７号」を送付した。 

さらに、全国の公立中学校・高等学校に「中学生・高校生ポスターコンクール」のチラシ、

全国の小・中学校へ貸出キット、写真展のチラシを送付し周知を図った。 

上記とは別に、令和４年８月上旬に千代田区の小学校の全校生徒、千代田区を除く２２区と

９市の小学校５年生に「昭和館だより第３８号」と作文コンクールのチラシを送付した。また

１２月上旬に来館した中学校と高等学校に対して、中学生・高校生ポスターコンクールのチラ

シを送付した。 

また、１都４県の小・中・高等学校へ「語り部講師派遣」のチラシを送付し、来館促進及び

周知を図った。 

 

（３）「昭和館だより」の発行 

昭和館の活動を学校等に随時伝えるため、、「昭和館だより第３８号」、「昭和館だより第３９

号」を、令和４年６月と令和４年１１月に発行し、（２）に記載した教育関係機関に発送した。  

 

（４）昭和館の刊行物の発刊 

① 令和３年度の昭和館の活動状況をまとめた「昭和館館報」（第２３号）を令和４年７月

に発刊した。 

② 「昭和のくらし研究」（第２１号）を令和５年３月に発刊予定。 
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１　地方公共団体等への「昭和館館報」「昭和のくらし研究」の送付

広報対象機関名 館報23号
昭和のくらし研究

20号
実施日

都道府県 47 ー

政令指定都市 20 ー

教育委員会（首都圏） 241 ー

東京特別区 23 ー

都道府県遺族会 47 47

全国の老人クラブ連合会 60 ー

類似施設 326 329

資料寄贈者(個人：65）（団体：58）・オーラルヒストリー関係者 130 ー

大学図書館等 181 208

遺族会・運営専門委員会・国会図書館・各省庁図書館 25※ 2※

２　全国の学校等への広報資料の送付
学校向け広報誌 昭和館見学 語り部講師

「昭和館だより38号」 作文コンクール 派遣チラシ

全国の公立小学校 19,500 19,500 19,500 ー ー

全国の公立中学校・中等教育学校 10,300 10,300 10,300 ー ー

全国の公立高等学校 5,400 5,400 5,400 ー ー

東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県・茨城県の公立小・中・高等学校 7,003 ー ー ー 7,003

令和3年度来館小・中・高等学校（23区9市除く） 137 1370（×10部） ー 129 137 7月

千代田区内の公立小学校（全校生徒) 8 3,720 ー 8 8

（千代田区を除く）東京都の校長会等で配布依頼した公立小学校(5年生） 1,053 114,780 ー 1,053 1,053

学校向け広報誌 中学生・高校生

「昭和館だより39号」 ポスターコンクール

全国の公立小学校 19,500 19,500 ―

全国の公立中・中等教育学校 10,300 10,300 10,300

全国の公立高等学校 5,400 ー 5,400

広　　報　　活　　動　　状　　況

実施時期

2022年
6月

8月

実施時期広報対象機関名 学校数等

2022年
11月

広報対象機関名 学校数
貸出キット
チラシ

2022年

8月

※国会図書館は各2冊
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広報媒体 掲  載 方　　法 内　　　容 実施時期 備考

WEB e-navita 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

WEB 東京アートファン 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

WEB 【PATW】楽天グループ「無料パンフレット掲載アプリ」 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

WEB ツーリストガイド 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

WEB JNTO（日本政府観光局） 紹介記事 昭和館の案内 2022年 無料

WEB Japan Sports Journey（東京観光財団） 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

WEB ちかとくWEB 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

WEB JNTO（日本政府観光局） 紹介記事 昭和館の案内 2022年 無料

WEB 東京観光GOTOKYO 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

WEB ナビタイムジャパン 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

WEB 千代田区観光協会HP 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

WEB JAF 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

WEB ジョルダン 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

ゲームアプリ ＪＲ東日本「トレすご」 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

ガイドブック 地球の歩き方東京 紹介記事 昭和館の案内 2022年8月 無料

ガイドブック 東京観光バリアフリー情報ガイド 紹介記事 昭和館の案内 2022年版 無料

書籍/電子書籍 岩崎書店「未来をつくる！新しい平和学習」 紹介記事 昭和館の紹介 2022年版 無料

広報誌 ちかとく（日・英版） 紹介記事 昭和館の案内 2022年春・秋号 無料

広報誌 広報千代田 紹介記事 昭和館（特別企画展等） 通年 無料

広報誌 ちよだ生涯学習ガイドブック 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

広報誌 千代田区ミュージアム&シアターマップ 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

広報誌 歩く地図　東京散歩2022 紹介記事 昭和館の案内 2022年 無料

広報誌 東京観光バリアフリーガイド 紹介記事 昭和館の案内 2022年 無料

広報誌 博物館研究 紹介記事 昭和館（春の特別企画展） 通年 無料

広報誌 アキメク！千代田 紹介記事 昭和館の案内 通年 無料

広報誌 道具学会 紹介記事 昭和館（写真展） 77号 無料

広報誌 嵐会報99号 紹介記事 昭和館の案内 99号 無料

雑誌 地球の歩き方 紹介記事 昭和館の案内 2022年 無料

新聞 産経新聞 紹介記事 昭和館（夏の特別企画展） 7月22日 無料

新聞 読売新聞 紹介記事 昭和館（夏の特別企画展） 7月22日 無料

新聞 東京新聞 紹介記事 昭和館（夏の特別企画展） 7月31日 無料

新聞 毎日新聞 紹介記事 昭和館（夏の特別企画展） 8月5日 無料

新聞 教育家庭新聞 紹介記事 昭和館（夏の特別企画展） 8月15日 無料

新聞 東京新聞 紹介記事 昭和館（夏の特別企画展） 8月17日 無料

新聞 読売新聞 紹介記事 昭和館（夏の特別企画展） 8月18日 無料

新聞 朝日新聞 紹介記事 昭和館（夏の特別企画展） 8月31日 無料

新聞 東京新聞 紹介記事 昭和館（写真展） 10月5日 無料

新聞 東京新聞 紹介記事 昭和館 (神奈川県巡回展） 11月21日 無料

新聞 沖縄タイムズ 紹介記事 昭和館 (沖縄県巡回展） 11月21日 無料

公共交通 ＪＲ東日本飯田橋駅 電飾掲示板 昭和館の案内 通年 有料

公共交通 都営地下鉄新宿線（出口4） 車内広告 昭和館の案内 通年 有料

公共交通 東京メトロ半蔵門線九段下駅（3番ホーム） 電飾掲示板 昭和館の案内 通年 有料

公共交通 東京メトロ東西線九段下駅（2番ホーム） 電飾掲示板 昭和館の案内 通年 有料

郵便局 九段郵便局 イベント広告 昭和館の案内（特別企画展等） 通年 有料

教育新聞 日本教育新聞 イベント広告 昭和館　ポスターコンクール・作文コンクール　 10月24日 有料

教育新聞 日本教育新聞 イベント広告 昭和館の案内 11月7日 有料

新聞広告 読売新聞 イベント広告 昭和館（夏の特別企画展） 7月15日 有料

新聞広告 産経新聞 イベント広告 昭和館（夏の特別企画展） 7月23日 有料

新聞広告 東京新聞 イベント広告 昭和館（夏の特別企画展） 7月24日 有料

新聞広告 デイリースポーツ イベント広告 昭和館（夏の特別企画展） 8月1日～8月8日 有料

新聞広告 東京新聞 イベント広告 昭和館（夏の特別企画展） 8月23日～8月28日 有料

新聞広告 毎日新聞 イベント広告 昭和館（写真展） 9月28日 有料

新聞広告 産経新聞 イベント広告 昭和館（写真展） 9月29日 有料

新聞広告 埼玉新聞 イベント広告 昭和館（写真展） 10月13日 有料

新聞広告 東京新聞 イベント広告 昭和館（写真展） 10月20日 有料

新聞広告 旅行読売 イベント広告 昭和館の案内 10月28日 有料

新聞広告 デイリースポーツ イベント広告 昭和館（写真展） 11月1日～11月9日 有料

新聞広告 産経新聞 イベント広告 昭和館（写真展） 11月26日 有料

3　新聞記事、広告媒体への掲載
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（５）昭和館ホームページ 

常設展示室の展示替えをはじめ、特別企画展や巡回特別企画展、写真展や資料公開コーナー

の展示案内、紙芝居の上演会やオーラルヒストリー特別上映会といった催し物の案内に加えて、

語り部育成事業についても、定期講話会や語り部派遣など最新の情報発信のため、月２～５回

の内容更新を行った。ホームページの全面リニューアルを行い、コンテンツ構成を整理しての

再設計やデザインや導線の見直し、更新作業の内製化にも対応できるようにした。 
今年度のアクセス件数は、令和５年１月末現在で２９８，８９３件（１日平均９７６．７件）、

子ども向け「昭和館キッズナビ」のアクセス数は、８，０５５件（１日平均２６．３件）であ

った。 
 

（６）ＳＮＳ 

ツイッターやフェイスブック、YouTube等のＳＮＳにおいても、イベントの開催案内やニ

ュースシアターの上映作品、図書室の資料紹介等を発信した。 
令和５年１月３１日（月）現在のアクセス数等は、以下のとおりである。 

Twitter登録者数 フェイスブック閲覧者数 YouTube視聴回数 
１，９０５

（１，７６１） 
１０，９８０ 

（１３，６７７） 
２５２，８２２ 

（１，８７４，５６２） 
                                  （ ）カッコ内は昨年同時期の実績 

 

３ 来館促進対策 

（１）常設展示室の入場無料等について     

「昭和の日」令和４年４月２９日（金）及び「戦没者を追悼し平和を祈念する日」令和４年

８月１５日（月）に入場無料を実施した。 

 

（２）第２１回 昭和館見学作文コンクール【資料３】 

新型コロナウイルス感染拡大防止の影響を受けて、来館する小・中学校団体が減少したため、

令和２年度から募集対象の範囲を広げ、昭和館、巡回特別企画展を見学した小・中学生に加え

て、「次世代の語り部」講話を聴いた小・中学生、昭和館 YouTube でオーラルヒストリー（証

言映像）を視聴した小・中学生も対象として実施した。 
今年度は、令和５年１月１５日（日）消印有効で締め切り、８校、１園１３９作品の応募が

あった。内訳は、３校の小学生（６年）、個人５名（小４・小６・中２・中３）、応募対象外

となるが幼稚園生（年長）１名。 
２月中に厚生労働大臣賞・昭和館館長賞などの各賞を選定し、３月上旬に賞状及び賞品の送

付を行った。３月下旬にホームページで各賞を発表する予定。 
 

（３）第１５回 昭和館中学生・高校生ポスターコンクール【資料４】 

ああなたが感じた戦中・戦後の昭和の暮らしを中学生・高校生の手作りポスターに よって多

くの人々に伝えることを目的にポスターコンクールを実施した。 

令和５年１月１３日（金）消印有効で締め切り、１６校１０９作品の応募があった。 

令和５年２月中に最優秀賞、優秀賞などの各賞を選定し、３月上旬に賞状及び賞品の送付を

行った。４月上旬にホームページで各賞を発表する予定。 
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（４）教員のための博物館体験 

学校と博物館の連携を図ることを目的に、学芸員による展示趣旨・方法の解説、収蔵庫など

のバックヤード見学等を、小中高校の教員を対象として、例年は７月及び８月の夏休み期間に

実施していたが、今年度は新型コロナウイルス感染防止のために中止した。 
 
（５）貸出キットの貸出状況 

実物資料、グラフィックパネル、証言映像ＤＶＤの貸出キットについて、広報用チラシの配

布を行い、来館者及び巡回特別企画展来場者へ周知を図った。 
なお、令和４年度の貸出状況は以下の通りである。 

                                 （単位:件） 

都道府県 小学校 中学校 地方公共団体 その他 合計 

東京都 １ １ ３ １ ６ 

神奈川県 １  ２ ２ ５ 

千葉県 １  ２ １ ４ 

埼玉県  １ ３  ４ 

静岡県    １ １ 

富山県    １ １ 

岐阜県 １    １ 

島根県 １    １ 

佐賀県    １ １ 

合計 ５ ２ １０ ７ ２４ 
       

（６）紙芝居定期上演会 

昭和館所蔵の紙芝居を使い、紙芝居師が実演する上演会を奇数月第４土曜日に実施している。

１１月は巡回展期間と重なるため、例外として第２土曜日に開催した。 
上 演 日 入場者 演 目 

令和４年 ５月２８日（土） ３７人 「ハリケンピーちゃん」「声ひとすじ」 

令和４年 ７月２３日（土） ６９人 「ハリケンピーちゃん」「声ひとすじ」 

令和４年 ９月２４日（土） ４２人 「ハリケンピーちゃん」「声ひとすじ」 

令和４年１１月１２日（土） ５２人 「ハリケンピーちゃん」「声ひとすじ」 

令和５年 １月２８日（土） ７９人 「ハリケンピーちゃん」「吾一つづりかた」 
 
今後の予定 

上 演 日 演 目 
令和５年 ３月２５日（土） 「ハリケンピーちゃん」「吾一つづりかた」 
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（７）こども霞ヶ関見学デー 

令和４年８月３日（水）～８月４日（木）にオンラインにて開催されることとなり、昭和館

のホームページ「キッズナビ」へリンクすることで参加協力した。 

 

４ 展示事業 

（１）常設展示 

長期展示による資料の劣化を避け、より多くの方々の寄贈資料を紹介するため、常設展示室

を休室して資料の入替と清掃作業を行った。 
 
① 令和４年６月２７日（月）から６月２９日（水）までの３日間、常設展示室を休室し資

料交換作業を実施した。 
 
② 令和５年１月５日（木）から１月１６日（月）までの１２日間、常設展示室を休室し第

１１回常設展示室展示替え、および資料交換作業を実施した。経年劣化により 不具合を

起こしていた７・６階ウォールケースの照明改修工事をおこなった。 

 

 

 

（２）特別企画展 
 

①「ＳＦ・冒険・レトロフューチャー×リメイク～挿絵画家 椛島勝一と小松崎茂の世界～」 

○開催期間 

 令和４年３月１２日（土）～５月８日（日） 

 

○特別協力 

  株式会社講談社 株式会社タミヤ 

 

○後援 

  千代田区、千代田区教育委員会 

 

○内  容 

雑誌『少年倶楽部』を中心に活躍し、「ペン画の神様」と呼ばれた挿絵画家・椛島

勝一。その椛島が描く秀麗な挿絵に憧れて挿絵画家を志し、のちに空想科学（ＳＦ）

挿絵画家として大成した小松崎茂。この２人の挿絵画家に焦点をあて、彼等の画業

を通じながら戦中・戦後の少年文化とその移り変わりを紹介した。 

 

○入場者数  

１０，８９５人（２１８人／１日）（内、令和３年度の入場者数は３，０２６人） 
 

 

  



13 
 

②「お菓子の記憶 ～甘くて苦い思い出たち～」 

 「九段会館がみた昭和」 

○開催期間 

  令和４年７月１６日（土）～９月４日（日） 

 

○後援 

  千代田区、千代田区教育委員会 

 

○内  容 

・「お菓子の記憶 ～甘くて苦い思い出たち～」 

戦前から戦中・戦後のめまぐるしく変化する昭和の時代において、お菓子とその一番の

パートナーである子どもたちがどのような道筋を辿ったのかを紹介した。 

 

 ・「九段会館がみた昭和」 

昭和館に隣接する九段会館は、設立当時は「軍人会館」と呼ばれ、激動の昭和史に大きく

関わった。戦後は日本遺族会による運営のもと、結婚式場、宿泊、ホールとして、多くの

方々に利用され、帝冠様式の威風堂々とした九段会館の姿は、九段下の象徴的な景観とし

て長く親しまれている。 

昭和の激動を見つめ続けた九段会館の歴史を紹介した。 

 

○入場者数 

 １０，７９３人（２４０人／１日）  
 

 

③「時代をまとう女性たち」【資料５】 

○開催期間 

 令和５年３月１１日（土）～５月７日（日） 

 

○後援 

  千代田区、千代田区教育委員会 

 

○内  容 

「ファッションは時代を映す鏡」という表現があるように、服装は時代の移り変わりと

密接な関係にある。昭和の激しい社会変化も例外なく、和装から洋装へ、家庭裁縫から既製

服へ、特に女性の服装に大きな影響を与えた。 

本展覧会では、昭和の世相とともに移り変わっていった女性の服装について紹介する。  
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（３）巡回特別企画展 
 

① 昭和館・しょうけい館・平和祈念展示資料館 ３館連携企画展 
○開催期間 

  令和４年１１月１８日（金）～１１月２６日（土） 

○会  場 

  横浜市民ギャラリーあざみ野 展示室１・２ 
（神奈川県横浜市青葉区あざみ野南１－１７－３） 

○主  催 

  昭和館、しょうけい館、平和祈念展示資料館 

○協賛・後援等 

・協  賛 一般財団法人神奈川県遺族会および日本遺族会第２ブロック 

・後  援 神奈川県 神奈川県教育委員会 横浜市 横浜市教育委員会、神奈川新聞社 
    

○内  容   

戦後生まれの世代が大多数を占める今、戦中・戦後の労苦について国民への理解を深め、

次の世代へ語り継ぐため、東京の３つの国立の施設が合同で展示をおこなった。 
昭和館は、戦中・戦後の国民生活上の労苦を後世代に伝えるため、神奈川県ゆかりの実

物資料・写真資料・映像資料等を通じて、困難の多かった時代における人々のくらしを紹

介した。 

○入場者数   

９４３人（約１０５人／１日） 

   
②「くらしにみる昭和の時代 沖縄展」 
○開催期間 

  令和４年１１月３０日（水）～１２月１０日（土） 
  ＊１２月５日（月）は休館日 

○会  場 

  那覇市民ギャラリー 第１～３展示室 
  （沖縄県那覇市久茂地１－１－１ パレットくもじ６階） 

○主  催 

  昭和館 

○協力・後援等 

・協  力 一般財団法人沖縄県遺族連合会および日本遺族会第５ブロック 

・後  援 沖縄県 沖縄県教育委員会 那覇市 那覇市教育委員会 那覇市民ギャラリー  
沖縄タイムス社 琉球新報社 毎日新聞那覇支局 読売新聞那覇支局 琉球放送 
沖縄テレビ放送 NHK 沖縄放送局 琉球朝日放送 沖縄ケーブルネットワーク 
ラジオ沖縄 エフエム沖縄   

○内  容  

戦中・戦後の国民生活上の労苦を後世代に伝えるため、沖縄県ゆかりの実物資料・写真

資料等を通じて、困難の多かった時代における人々のくらしを紹介した。 

○入場者数   

２，１５２人（約２１５人／１日） 
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（４）写真展の開催（２階ひろば） 
 

① 「うつりゆく昭和の九段下界隈」  

○開催期間 

  令和４年３月１９日（土）～５月８日（日） 

○内  容   

古くから桜並木や内濠のほとりなど四季折々の風景を楽しむことのできる景勝地・

行楽地として知られていた九段下とその周辺の様子の移り変わりを所蔵写真で紹介

した。 
 
○入場者数  

１１，７５６人（２６７人／１日）（内、令和３年度の入場者数は３，９８６人） 

 

②「乗り物のある風景－昭和のくらしと交通事情－」 

○開催期間 

  令和４年９月１０日（土）～１２月１８日（日） 

○内  容   

明治 5 年（1872）に新橋－横浜間で鉄道が開業してから１５０年の節目にあたり、

昭和に活躍した乗り物を通じて、当時の世相や交通事情などを紹介した。 
 

○入場者数   

１３，０５１人（１５２人／１日） 

 

 
③「子どもたちの戦中・戦後」【資料 6】 

○開催期間 

  令和５年３月１８日（土）～５月７日（日） 

○内  容   

戦争によって人々の生活は大きな影響を受け、子どもたちの暮らしも例外ではな

かった。学校生活や遊びなどについて時代によって変化する子どもたちのくらし

を所蔵写真で紹介する。 
 

※詳細につきましては、令和５年度事業計画（資料２）にてご説明させていただ

きます。 

 

 

５ 資料収集 

（１）実物資料の収集 

令和４年度は収蔵庫の整理を優先し、資料収集については最小限にとどめているが、資料補修

等は従来通り進める。 

令和５年１月末日における実物資料点数は、以下の通りである。 
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令和４年度収集 累  計 

寄贈資料 寄贈１１点 除籍６４点 ４６，２７３点 

購入資料   ０点 １４，６４６点 

厚生労働省資料 ０点 ３，２４３点 

寄託資料 返還４８５点 ０点 

計      ▲５３８点       ６４，１６２点 

※ 寄贈資料の除籍は、昭和館での展示の機会がない明治期の艦船の絵画について、寄贈者と相

談の上、呉市の大和ミュージアムに移管したもの。 

※ 寄託資料の返還は、寄託者からの希望により返還したもの。 

 

（２）図書資料の収集 

令和４年度は、写真集や手記、部隊史などに重点を置いて収集に努め、巡回特別企画展の開催

地及び開催予定地、未開催地関連の資料の充実をはかるとともに、閲覧希望が多い少年少女向け

雑誌・婦人雑誌等の欠号補充、児童書や学習漫画の購入を行った。 

 

令和５年１月末日における図書・雑誌資料の収集は以下の通りである。 

 令和４年度収集 累 計 

国民生活関係図書 １，１６９冊 (４３１冊寄贈) ７０，１４８冊  

戦争に関する基本図書 ３５４冊 (１３７冊寄贈) ２３，２９５冊 

独自資料 ０冊  ３５，９８０冊 

その他基本図書 ０冊 (０冊寄贈) １１，６８６冊 

計 １，５２３冊 (５６８冊寄贈) １４１，１０９冊 

 

（３）写真資料の収集 

令和４年度はダッコちゃん人形で遊ぶ写真の他、四日市大博覧会（昭和１１年開催）や名古屋

汎太平洋平和博覧会（昭和１２年開催）などの絵葉書の寄贈を受け入れた。 

   
（４）オーラルヒストリーの制作 

戦中・戦後の国民生活上 の 労苦を伝える事業の一環として、平成１６年度から体験者の証言

を映像記録として残す事業を進めている。 
今年度は東京・神奈川・埼玉在住７名と、特別編として元アナウンサー、放送局経営者川平朝

清氏の聞き取り調査および収録を行った。 
 

６ 戦中・戦後の労苦を伝える語り部育成・活動事業  

（１）語り部育成事業 

戦中・戦後の労苦を体験した者が高齢化する中、当時のことを語り継いでいくことが難しくな

っていることから、平成２８年度より、国民が体験した戦中・戦後のくらしの上での様々な労
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苦を後世に語り継いでいく、次世代の伝承者である「語り部」を育成する事業を開始し、令和３

年度に３期生までの育成を終了した。 
 

事業の実施状況 
ア 平成２８年度に第１期生の募集を行い、１１名が研修に参加、全３６回の研修を終

え、令和元年９月に９名が修了した。 
イ 平成２９年度に第２期生の募集を行い、８名が参加（内１名が３期生に編入し、令

和３年２月時点では７名）した。令和２年度の研修は、新型コロナウイルス感染防止

に伴い３月～６月の研修を中止とし、修了時期を延長して振替研修を実施することと

した。令和３年３月に６名が修了した。         
ウ 平成３０年度に第３期生の募集を行い、９名が参加（内３名が辞退、他１名が２期

生から編入し、令和４年２月時点では７名）した。今年度の研修は、新型コロナウイ

ルス感染防止に伴い３月～６月の研修を中止とし、修了時期を延長して振替実習を実

施することとした。令和４年２月に修了。         
エ 研修内容 
１～２年目：語り部としての基礎知識研修、「家族の別れ」等のテーマ別研修、体験談

の聴講・体験者との交流等 
２～３年目：語り部実演・発表によるスキルアップ、講話原稿作成等 

 
（２）語り部活動事業 

３年間の語り部研修を通して一定の回数、研修に参加し、講話原稿を提出した研修生には修了

証を授与する。提出された原稿を昭和館、厚生労働省、審査委員会による審査の後、「次世代の語

り部」として定期講話会（各偶数月第１日曜日）及び講話派遣活動を委嘱する。 
 

事業の実施状況 
 ア 第１期生は、令和元年９月に９名が修了し、１２月に７名に対して委嘱を行った。

１２月にホームページで情報を公開した。令和元年１２月から偶数月の第１日曜日に

定期講話会を開催し、学校等で「次世代の語り部」派遣講話を行った。実施状況（令和

４年２月時点）は以下のとおり。 
イ 第２期生は 令和３年３月に６名が修了し、６月に６名に対して委嘱を行った。活

動を開始した４名の語り部についてはホームページで情報を公開し、１０月の定期講

話会から順次講話を行った。 
ウ 第３期生は 令和４年９月に７名が修了し、９月に７名に対して委嘱を行った。活

動を開始した４名の語り部についてはホームページで情報を公開し、９月の定期講話

会から順次講話を行った。 
 

講話派遣の実施状況は以下のとおりである。 
 
 
 
 
 

 

派遣先 派遣件数 参加者数 
学校関係 ６ ７４９ 
自治体関係 ５   ４７ 
その他 ５ １００ 
合 計 １６ ８９６ 
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７ 情報検索システムの充実 

（１）図書・雑誌の装備及びデータ入力 

収集した図書・雑誌が閲覧できるようにするため、令和４年度は令和３年度に受け入れた図書・

雑誌１，１２９冊及び令和４年度に寄贈を受けた半藤一利氏の旧蔵書の１，６００冊の装備と書

誌及び目次データの入力を行った。 
 
（２）映像データの公開 

令和３年度に購入した子ども向けのニュース映画「コドモニュース」５本を映像・音響室で公

開した。 

また、継続して購入している「日本ニュース」は、昭和１５年～２６年までに５９４本が作成

されているうち、昭和館では現在までに昭和１５年～２６年までの５４０本を入手しており、整

理を終えた４２本を公開した。 

映像・音響室の入口にある大型モニターでは、様々なテーマを設けて映像を紹介しており、新

公開の映像や「沖縄復帰５０周年」、写真展「乗り物のある風景－昭和のくらしと交通事情－」等

に関連した映像を紹介した。 

米国国立公文書館から入手した映像やオーラルヒストリーは昭和館YouTubeチャンネルで順次

公開している。米国国立公文書館映像は６１本を公開し、内２本の映像は視聴回数が６５万を超

えている。オーラルヒストリーの公開作品数は１３８本である。 

    

（３）写真の公開 

平成２８年に寄贈された吉川虎雄氏所蔵の昭和３０年代の日本各地の空撮写真等１，５１６

点を公開した。 
令和３年に購入した鈴木路雄氏撮影の昭和３０年頃の茨城県古河市の写真５５点を公開した。 
令和元年に寄贈された師岡宏次撮影写真のネガコレクションの整理を進め、公開に向けて順

次データ化を進めている。 
 

（４）デジタルアーカイブの構築 
昭和館が所蔵する写真、映像、実物資料等の情報をインターネット上で外部公開するためのア

ーカイブを構築した。「昭和館資料デジタルアーカイブ」の名称で令和５年４月１日からの公開

を予定。 
 

８ 資料公開等 

（１）昭和館懐かしのニュースシアター 

ニュースシアター会場においてニュース映画を１７８作品（令和５年１月３１日現在※）を毎

日上映した。 
ニュースシアターでは、前年度に制作したオーラルヒストリーをニュース映画に続けて上映し

ていたが、初めての来場者が興味を抱くように認知度の高い話者（大村崑氏、半藤一利氏）の作

品を積極的に紹介し、来館者促進を図った。   
平和祈念展示資料館が令和５年２月８日（水）から１４日（火）に九段生涯学習館で開催する

特別展示「軍人たちの描いた大陸スケッチ」の連携企画として、２月４日から１７日（金）の２

週間、大陸の様子を伝えるニュース映像を紹介し、館外との連携を図っている。   
例年実施していた「昭和の日」や「こどもの日」の特別上映会等のイベントについては、新型

コロナウイルス感染防止のため 中止とした。 
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（２）映像資料等の提供状況 

令和５年１月末日における映像資料等の提供データは以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）資料公開コーナーの運用 

図書情報部では、４階図書室及び５階映像・音響室の利用促進と、収蔵資料にさらに多くの方

に関心をもって見ていただくことを目的に、平成１９年より１階ロビーにおいて資料公開コーナ

ーを設けている。 
令和４年度に実施した内容は以下のとおりである。 

実施回 タイトル 期間 

第 84 回 
第１４回中学生・高校生ポスターコンクール 
入賞作品展示 

令和４年４月５日（火） 
～６月２６日（日） 

第 85 回 ＳＰレコード 
令和４年６月２８日（火） 

～９月２５日（日） 

第 86 回 
昭和の日常 昭和３０～３２年 ～鈴木路雄

がみつめた茨城県古河～ 

令和４年９月２７日（火） 
～１２月２７日（火） 

第 87 回 図書・雑誌に見る空襲への備え 
令和５年１月５日（木） 

～４月２日（日） 

 
（４）その他 

来館者への利用促進として、図書室では様々なテーマを設けて図書を紹介しているが、令和

４年度は「戦時下の医療従事者」「地震・台風・水害…～自然災害の記録～」「沖縄復帰５０周

年 沖縄の戦中・占領下」等をテーマに関連した資料を紹介した。 
継続企画としては、「あなたの出身地は？ 昭和館で見られる４７都道府県の資料」と題し、

２か月ごとに各都道府県の関連資料の紹介をしている。 
また、資料公開コーナーや、平和祈念展示資料館が令和５年２月８日（水）から１４日（火）

に九段生涯学習館において開催する特別展示「軍人たちの描いた大陸スケッチ」に関連する資

料紹介を行う等、館内外との協力、連携をはかった。 
加えて、夏休み中の小・中学生の利用促進を目的として、令和４年７月１６日（土）～９月

４日（日）にはワークシートや図書リスト等を配置した。ワークシートは「学童疎開」や「空

襲」、特別企画展に関連した「子どもたちとお菓子」等６種類を配布し、約９６０枚の利用が

あった。 
 

９ 関係施設との連携 

（１）関係施設等連携会議の開催 

関係施設等連携会議（昭和館事務局）を開催するとともに、しょうけい館、平和祈念展示資

 データ件数 

写真資料 ３２，６７０件 

映像資料 ３，５３４件 

音響資料 １４，３１９件 

計 ５０，５２３件 
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料館との３館の連携に取り組んだ。 
 関係機関：厚生労働省社会・援護局援護企画課、 

         総務省大臣官房総務課管理室、平和祈念展示資料館、 
         しょうけい館、昭和館 

第２２回会議を令和４年７月８日（金）に開催 
第２３回会議を令和５年２月３日（金）に開催   

 

（２）「夏休み３館めぐりスタンプラリー」 
令和４年７月１６日（土）～９月４日（日） 
共催  平和祈念展示資料館、しょうけい館 
参加者 ４，８８３人 

        
（３）特別展示「軍人たちの描いた大陸スケッチ展」を開催 
        令和５年２月８日（水）～２月１４日（火） 
        主催 平和祈念展示資料館 
        協力 昭和館、しょうけい館 
        場所 九段生涯学習館 ２階 九段ギャラリー 
 
（４）巡回特別企画展の相互協力 

① 神奈川県において昭和館、しょうけい館、平和祈念展示資料館３館連携委企画展を実

施した。 
令和４年１１月１８日（金）～１１月２６日（土） 
 

② 沖縄県における巡回企画展では、しょうけい館と平和祈念展示資料館についてポスタ

ーを掲示する等の周知を図った。 
令和４年１１月３０日（水）～１２月１０日（土） 

      

１０ 昭和館運営専門委員会の開催 

昭和館運営事業について有識者から様々な意見を聴取するため、以下のとおり、昭和館主催の

昭和館運営専門委員会を開催した。 

 

第１回運営専門委員会開催 

     令和４年７月６日（水）に開催 

第２回運営専門委員会開催 

     令和５年２月１５日（水）に開催 

 

１１ アンケート結果 （令和４年４月１日～令和４年１２月２７日現在） 

昭和館のアンケート調査は、平成１１年７月から実施し、広報活動、各種企画展、常設展示室

の改善の他、顧客満足度アップのため実施している。１階 ニュースシアター、４階 図書室、５

階 映像・音響室、６階 常設展示室においてアンケートを設置している。 
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昭和館について（特別企画展含・紙芝居除く） ○回収枚数 ４,５９７枚（特別企画展 ３,３４４ 枚） 

アンケート概要   

 ○昭和館をどのようにして知ったか（複数回答・特別企画展含） 

通りかかって 
当館ＨＰ 

ＳＮＳ 
友人・知人 

新聞・テレビ 

・ラジオ 
駅看板 

昭和館だより

（ＤＭ含む） 
その他 

２８．６％ １４．６％ １１．８％ ６．２％ ５．２％ ４．５％ ２９．１％ 

○利用回数（常設展示室のみ） 

１回 ２回 ３回 ４回以上 未回答 

８５．６％ １０．６％ ２％ １．７％ ０．１％ 

○展示内容（常設展示室のみ） 

良い 普通 わかりにくい 未回答 

８９．４％ ９．９％ ０．４％ ０．３％ 

○性別（特別企画展含む） 

男性 女性 未回答 

５５．４％ ４３．６％ １％ 

○年齢別（特別企画展含む） 

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 未回答 

１３．４％ １０．１％ ８．１％ １６．５％ ２６．８％ １４．３％ ６．８％ ２．５％ １．5％ 

○住所（常設展示室・特別企画展のみ） 

東京都 神奈川県 埼玉県 千葉県 その他 未回答 

５８．９％ １１．６％ ７．６％ ８％ １０．８％ ３．１％ 

 ○展示を見て「戦中・戦後」の理解が深まったか（常設展示室のみ） 

大変深まった 深まった それほどでも 深まらなかった 未回答 

５３．５％ ４４．３％ １．６％ ０．３％ ０．３％ 

 

春の特別企画展（ＳＦ・冒険・レトロフューチャー×リメイク）について   ○回収枚数 ２,０４１ 枚 

アンケート概要 

○利用回数 

１回 ２回 ３回 ４回以上 未回答 

７３．８％ ９．６％ ３．９％ １１．９％ ０．８％ 

 

〇展示内容について 

大変良い 良い 普通 つまらない 未回答 

６５．２％ ３０．８％ ３．１％ ０．１％ ０．８％ 

 

○「戦中・戦後のくらし」の理解が深まったか 

大変深まった 深まった それほどでも 深まらなかった 未回答 

３２．４％ ６１．４％ ４．８％ ０．３％ １．１％ 

◯展示品の数について 

多い 丁度良い 少ない 未回答 

５．６％ ７９％ １４．５％ ０．９％ 
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【主な意見（春の特別企画展）】 

・印刷技術や保存の素晴らしさに感銘。精密な下絵にも驚かされた。写真と見間違うようだ。 

  （７０代・女性） 

・ペン画の凄さ、空想力溢れる画に驚いた。現代の子供たちが読んでもワクワクするものばかりの展示 

で、とても魅力ある作品群だった。学芸員が苦労した展示をたくさんの人に知って欲しいと思った。

（６０代・男性） 

・２０２０年開催予定がコロナで中止になってしまい図録でしか見ることができなかったので今回開催 

してもらえて良かった。（６０代・男性） 

・小学生の頃に復刻版で「敵中横断三百里」を読んだ。その際に挿絵の精密さに感動したのが今日の 

  来場にも大きく影響している。小松崎茂のボックスアート（当時は箱絵と呼んでいた）を飾ってい 

  たが、その原画を目にすることができ、心から嬉しく思う。この感想を書くまでは心の中が６歳の 

  頃に戻っているのに気づき、本展示が心の栄養になっていることを実感した。（６０代・男性） 

・椛島先生は知らなかったので勉強になった。原画はやはり良いなと思った。子供向けなのに非常にし 

っかり描かれていた。（５０代・男性） 

・現代を予言するかのごとく小松崎先生の作品に驚きと感動を得た。原画を拝見できて嬉しかった。 

  色彩の美しさと繊細な描写にのめりこむほど見入った。（５０代・女性） 

・素晴らしい展示だった。将来「令和館」を作るとなった場合、我々は何を残すことができるのか考え 

させられた。（５０代・男性） 

・たまたま千代田区の掲示板で見かけて知ったが、それ以外での広告を見たことが見た事がない。せっ 

かく充実した展示（しかも無料）がもったいないので、もっと広報したほうが良いと思う。 

（５０代・女性） 

・前回はコロナで未開催だったので図録だけ買った。今回改めて開催されると知り大阪からかけつけ 

  た。見ごたえがありとても嬉しかった。もう少し展示数があればさらに良かった。開催してくれて 

  ありがとう。（５０代・女性） 

・２年前から楽しみにしていたので今回開催になり非常に満足している。小松崎先生はタミヤの箱絵 

  で昔から馴染みがあったが、椛島先生の繊細なタッチを今日初めて見てとても印象的だった。 

（４０代・男性） 

 ・このような挑戦的な特別企画展は昭和史に関する新たな気づきになった。展示内容のみならずシャー 

プかつ明瞭な展示スペースも社会的な歴史展ではなく美術展をこえアート展のようで良かった。コロ 

ナ禍で開催される予定が中止となり再構成したという事で展示数や内容が多いとは言えないが、今後 

もこのようなテーマで開催して欲しいと思った。（４０代・男性） 

 ・昨年楽しみにしていた企画展が無事に復活して大変良かった。美しいカラー原画に感動した。特に 

ＳＦ全集は今では見られない程すてきな装丁だと思った。（４０代・女性） 

・絵の素晴らしさに感動した。解説も程よく、当時の子供たちを想像しながら展示を見る事ができて 

  とても楽しめた。無料なのが信じられない。（３０代・男性） 

 ・図書室と併せて楽しめた。ＳＦ好きで来たが、戦後の子供たちに夢を与えていたと知り、より魅力を 

感じた。（３０代・女性） 

・少年雑誌の挿絵が好きで今回来館した。小松崎茂の作品は本で拝見した事はあるが原画は初めて見 

た。とても細かく迫力があり実施の本の表紙と原画を見比べる事ができ、とても良かった。 
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  椛島勝一の作品は初めて見たが、かなりリアルでとても気に入ったので自分でもいろいろ調べてみ 

  ようと思った。こんなにボリュームがある展示が無料なんてビックリ。来て良かった。 

  （３０代・女性） 

・作品だけでなく時代背景との関連性や制作段階でどのような修正が入ったのか等の制作に関連した事 

も知る事ができて良かった。（３０代・女性） 

 ・アプリで見かけてなんとなく来場したが挿絵や原画に魅了された。古い雑誌で見る挿絵とビックリす 

るほど精密な原画では違った趣があることも印象的だった。すてきな企画展をありがとう。 

  （２０代・女性） 

 ・もともと昭和レトロに興味はあったが、この企画展を見てさらに好きになった。小松崎茂を知らな 

  かったがファンになった。（２０代・女性） 

 ・戦記的ＳＦや模型パッケージの表画に焦点を当てた企画展は大変おもしろい。日本的な要素を多分 

  に含む構想やデザインはブームを今一度起こす可能性すら感じた。（大学生・男性） 

・あんなにも色鮮やかに細やかに描かれている絵をしっかりと見たのは初めて。絵の中の空の青さに圧 

倒された。自分が知らない世界の扉をまたひとつ開くことができたように思う。「私の考えている素 

晴らしい事が未来では当たり前のように実現されているかもしれない」と希望にあふれる作品がたく 

さんあり楽しかった。（高校生・女性） 

 ・挿絵がすごくきれいでずっと眺めていたかった。今はこんな風に地道にコツコツと作品を作り上げる 

  人は少ないと思う。もっと頑張ろうと思った。（中学生・女性） 

 ・昭和館を今まで知らなかった。コストはかかるがもう少し広報すればもっと集客できるのではないか 

  と思った。（複数意見） 

 

夏の特別企画展（九段会館が見た昭和、お菓子の記憶）について  ○回収枚数 １,３０３ 枚 

アンケート概要 

○利用回数 

１回 ２回 ３回 ４回以上 未回答 

６７．３％ １０．４％ ５．３％ １６．６％ ０．４％ 

〇展示内容について 

大変良い 良い 普通 つまらない 未回答 

５２．４％ ３２．９％ ７％ ０．４％ ７．３％ 

○「戦中・戦後のくらし」の理解が深まったか 

大変深まった 深まった それほどでも 深まらなかった 未回答 

３６．３％ ５２．４％ ６．１％ ０．４％ ４．８％ 

◯展示品の数について 

多い 丁度良い 少ない 未回答 

７％ ６５．６％ １９．５％ ７．９％ 

 【主な意見（夏の特別企画展）】 

・とにかく面白い企画展。戦時中、甘い物が不足していて誰もが困っていた事がわかった。クイズラリ 
 ーは子供が楽しんでできる参加型イベントでとても良かった。（６０代・男性） 



24 
 

・「キャラメルを母上に」とういう手紙、絵がかわいらしくてユーモアがあってとても親しみを感じた。 
 甘いものが食べたいという人々の想いが伝わってくる良い企画展だった。（５０代・女性） 
・昔のお菓子のパッケージが好きで見にきたが、この展示を見て戦争は本当にやってはいけない事だと 
 つくづく思った。もっと展示が見たくなるくらい面白く興味深かった。（４０代・女性） 
・お菓子と子供の視点から見た戦前から戦後について学べる展示内容で素晴らしかった。特におまけに 
 ついていた紙のガスマスクが印象に残った。いかに戦争のない時代に生きる私達は幸せなのかを実感 
 した。二度と戦争は起きて欲しくない。（４０代・女性） 
・「ギブミーチョコレート」がハーシーズだったのは新鮮な驚きだった。おまけの玩具がとても可愛ら 
 しく、今でも欲しいくらいだ。（４０代・男性） 
・今まで意識した事がなく食べていたお菓子について戦争とここまで深い関わりがあると知らずタメに 

なった。戦争・お菓子を新しい視点で考える良い機会となった。九段会館はこれまでその存在を意識 

した事がなかったが、様々な歴史を経て新たにオープンする際にはぜひ来場したいなと思った。 

（２０代・女性） 

・お菓子という身近な存在を通じ昭和の空気を感じられてとても楽しかった。レトロなかわいらしいお

菓子の模型・パッケージなど目でも楽しむ事ができた。（１０代・女性） 
 ・万人に親しみのあるお菓子という切り口で戦争や食料課題へのメッセージが届いていて良かった。 
  デザイン、Ａｒｔの変化にも興味が持てた。（大学生・女性） 
 ・一つ一つ丁寧な説明があり分かりやすかった。（大学生・女性） 
・今では当たり前のようにあるお菓子が戦争によって簡単にぜいたく品になってしまった事がとても 
 怖かった。コンビニやスーパーに行けば当たり前にお菓子があるがいつか無くなってしまうのでは 
 ないかと思った。ロシア・ウクライナ戦争、中東アジア、アフリカでは毎日のように紛争が絶えな

い。そこに住んでいる子供たちは８０年前の日本と同じような状況にあると思うと人間は歴史から 
 何も学んでいないのだと痛感した。もっと平和な世の中になる事を願う。（高校生・女性） 
・お菓子がいかに戦時中貴重だったのかが良くわかった。展示品の中で「子どもにとって菓子の配給 
 がなくなるのは、金魚に水がなくなるのと同じことだ」という文言がとても印象的だった。 
 （複数意見） 
・九段会館の展示はリニューアル前の時期に合っていて良かった。内容も分かりやすく展示資料も質 
 の高いものだったが、負の面ももっと伝えて欲しかった。（６０代・男性） 
・２０２３年に九段会館テラスで結婚式をするので、少しでも九段会館について知りたいと思い来場。 

  歴史ある建物だという事がわかりボリュームも多すぎず見やすかった。個人的には帝冠様式の素晴 

  らしい建物なので建物自体の魅力についてもっと知りたかった。（２０代・女性） 

・九段会館が、軍人会館→戒厳司令部→アーミーホール→九段会館となり、今度は九段会館テラスに 
 なると知り昭和を見てきた建物が時代と共に変化してきた事は驚きだった。（大学生・男性） 
・九段会館がどのような施設か気になっていたので、その歴史・役割を詳しく知れて非常に良かった。 
（大学生・女性） 
・九段会館の歴史を端的に知ることができて良かった。東日本大震災後の行方が気になっていたので 
 歴史とともに知る事ができて良かった。（複数意見） 

  

常設展示室について    ○回収枚数 １,１９１ 枚 
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アンケート概要 

○利用回数 

１回 ２回 ３回 ４回以上 未回答 

８５．６％ １０．６％ ２％ １．７％ ０．１％ 
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〇展示内容について 

良い 普通 わかりにくい 未回答 

８９．４％ ９．９％ ０．４％ ０．３％ 

○「戦中・戦後のくらし」の理解が深まったか 

大変深まった 深まった それほどでも 深まらなかった 未回答 

５３．５％ ４４．３％ １．６％ ０．３％ ０．３％ 

◯展示アプリガイドについて 

わかりやすい 普通 わかりにくい 未回答（未使用含む） 

３８．９％ １９．４％ １．２％ ４０．５％ 

【主な意見】 

・戦争体験者にとっては好企画。改めて平和のありがたさと誓いを心に刻んだ時を過ごす事ができた。 

（８０代・男性） 

・子供に「防空壕」「軍服着用」体験をさせたかったが、コロナで展示内容に変更があって残念。 

（５０代・女性） 

 ・資料や玉音放送など読みやすく書いてあったのが良かった。（５０代・女性） 

・コロナ対策として仕方ないと思うが、防空壕体験など一部体験できないものがあったのが残念。 

 さまざまな展示、勉強になった。また来ます。（３０代・女性） 

・授業で戦争について勉強しているので分かりやすかった。平和な世の中になる事を祈っている。 

（中学生・女性） 

 

ニュースシアターについて（複数回答） ○回収枚数 ３９ 枚 

  アンケート概要 

○利用回数 

１回 ２回 ３回 ４回以上 

４８．７％ ５．１％ ０％ ４６．２％ 

○上映時間 

普通 長い 短い 未回答 

７６．９％ ２０．５％ ２．６％ ０％ 

○上映本数 

普通 多い 少ない 未回答 

７６．９％ ２．６％ ２．６％ １７．９％ 

○上映希望年代（複数回答） 

昭和１０年代 昭和２０年代 昭和３０年代 未回答 

３５．２％ ２７．８％ ３１．５％ ５．５％ 

○上映希望映像（複数回答） 

事件 文化 スポーツ その他 未回答 

３６．１％ ３２．８％ １１．５％ １４．７％ ４．９％ 

【主な意見】 
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・立派で有意義なので今後も続けて欲しい。（７０代・男性） 

・番組表に上演内容がもう少し詳しく表示されると良いのにと思った。（５０代・女性） 

・もっと字幕を入れて欲しい。（３０代・女性） 

・画像が少し見づらいので画質を良くして欲しい。（２０代・女性） 

・椅子に高低差があったので見やすかった。（２０代・女性） 

・災害関係のＮＥＷＳは現代にも通ずるものがあるなと思った。（２０代・女性） 

 

 

図書室について（複数回答）  ○回収枚数  １５ 枚 

アンケート概要 

○利用回数 

１回 ２回 ３回 ４回以上 

８６．７％ １３．３％ ０％ ０％ 

○主な目的（複数回答） 

本・雑誌を読む レポート・論文 出版等の調査 個人の趣味・研究 その他 未回答 

３７．６％ ０％ ０％ ５０％ ６．２％ ６．２％ 

○書籍、雑誌の量 

適当 少ない 

７３．３％ ２６．７％ 

【主な意見】 

 ・自宅ＰCから閉架図書の検索は使い勝手が不便。（８０代・男性） 

 ・閉架図書があること自体わからなかった。（複数意見） 

 

 

音響・映像室について   ○回収枚数  ８ 枚 

アンケート概要 

○利用回数 

１回 ２回 ３回 ４回以上 

６２．５％ ０％ ２５％ １２．５％ 

○利用した資料（複数回答） 

写真 映像 レコード 絵画 

３３．３％ ４１．７％ ２５％ ０％ 

○情報検索システム 

使いやすい 普通 使いにくい 未回答 

５０％ ２５％ １２．５％ １２．５％ 

【主な意見】 

 ・戦前のラジオ音声や戦後すぐのテレビ映像を見たいと思った。（２０代・男性） 

 

 

紙芝居（全４回）     ○回収枚数 １０６ 枚 

アンケート概要   
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 ○紙芝居をどのようにして知ったのか  

通りかかって 昭和館 HP 友人・知人 その他 未回答 

６５．６％ １０．６％ ３．５％ １９．４％ ０．９％ 
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 ○見学回数 

初めて ２回目 ３回目 ４回目 未回答 

８４％ ４．７％ ２．８％ ３．８％ ４．７％ 

○紙芝居の内容 

大変良い 良い 普通 つまらない 未回答 

４７．１％ ２８．３％ １２．３％ ０％ １２．３％ 

 ○性別 

男性 女性 未回答 

５４．７％ ４４．３％ １％ 

 ○年齢別 

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 未回答 

8.4％ 7.5% １８％ 12.3％ 23.7% 13.2% 8.5% 0.9% 7.5% 

 ○住所 

東京都 神奈川県 埼玉県 千葉県 その他 

６１．３％ １０．４％ ５．６％ １２．３％ １０．４％ 

【主な意見】 

・子供の頃、実際に小銭を払って紙芝居を見たのを思い出した。まさかこの場所でまた見られるとは 

 思わなかった。家族や友人にも教えたい。（６０代・男性） 

・とても迫力があって面白かった。紙芝居の内容で当時の世相が感じられた。（５０代・男性） 

・紙芝居が原画である事、お菓子を売っていた事を初めて知った。太鼓を叩きながらの口上もとても 

 良かった。（５０代・女性） 

・初めて見たのに懐かしさがこみ上げた。また見たいと思った。（４０代・男性） 

・小学 1年生には少し理解しづらいようだったが、初めて見る本物の紙芝居はおもしろかったとの事。 

 大人も良い勉強になった。（４０代・女性） 

・初めて紙芝居を見た。娯楽が少ない当時、紙芝居が子供にとって最高の楽しみだったと思う。迫力が 

 あり引き込まれた。（３０代・男性） 

・子供が「いいところで終わっちゃうー」と話を夢中になって聞いていた。音の演出も良かった。 

 （３０代・女性） 

・子供は水あめを食べてみたかったようだ。食べ物も含めて再現できたらいいな。（３０代・女性） 

・初めて昭和館の紙芝居を見た。保育士をしているので口調やペース、雰囲気の作り方などたくさん 

 勉強になった。次回は同僚も連れてきたいと思う。（２０代・女性） 

・街頭紙芝居を初めて見た。クイズも面白かった。（１０代・女性） 

・初めて紙芝居を見たが迫力があって夢中になって見る事ができた。（１０代・男性） 

 

 

※ 神奈川展、沖縄展の詳細は２５ページに記載 

巡回特別企画展について  

◎神奈川展 令和４年１１月１８日（金）～１１月２６日（土）    

○回収枚数 １８２ 枚 ※アンケートはしょうけい館、平和祈念展示資料館と合同 

アンケート概要 
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◯展示会をどのようにして知ったか  

 ポスター・

チラシ 

新聞記事 
ネット・ 

ＳＮＳ 
遺族会 

学校からの

案内 

テレビ・

ラジオ 
その他 

24.3％ 16.9％ 13.2％ 5.3％ 5.3％ 0.5％ 34.5％ 

◯展示内容について 

良い 普通 わかりにくい 未回答 

７５．８％ ２０．９％ １．１％ ２．２％ 

◯性別 

男性 女性 未回答 

５２．２％ ４７．８％ ０％ 

◯年齢別 

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 未回答 

3.8% 2.7% 5.5% 12.1% 15.9% 18.1% 25.3% 11％ 5.6% 

◯住所  

横浜市内 神奈川県 その他 未回答 

６６．５％ １５．９％ １７％ ０．６％ 

【主な意見】 

・生の資料に触れて昔を偲んだ。遺児の証言映像は身につまされた。（８０代・男性） 

・昭和２０年代の子供の頃を思い出す。多くの展示を見られて良かった。（８０代・男性） 

・入館者が少なすぎる。戦禍を伝えるならもっと宣伝の努力をすべき。（８０代・男性） 

・戦中戦後の国民の苦しみが良くわかった。特にオーラルヒストリーが良かった。（７０代・男性） 

・今この時期に開催される意味も大きいと思うし、この企画展に気が付き見る事ができて良かった。 

（７０代・女性） 

・当時の衣類・書類・道具などを見る事ができて良かった。３館にも行ってみたい。（６０代・女性） 

・たまたま通りがかったので気が付いて見る機会を得たが、新聞広告やチラシでもっと市民に知らせて 

欲しかった。（６０代・男性） 

・戦争の事をもっと若い世代に伝えていく必要があると思った。この悲惨な記憶を後世に伝え、戦争の 

 ない世の中を作っていきたいと思う。（６０代・女性） 

・３館連携の企画展はとても良かった。平和のありがたさを改めて思い知らされた。戦争が忘れ去られ 

ないよう今後も行われる事を願います。（５０代・女性） 

・昭和も昔の事となり戦時中の苦労を語れる人も少なくなった今貴重な展示。過酷さに胸が詰まった。

（５０代・女性） 

・神奈川に特化した資料展は珍しく、住んでいる県なのでより身近に感じた。（４０代・女性） 

・近隣の小中学生が見学に来れば良いのにと思うような展示だった。（４０代・女性） 

・展示解説があると理解がより深まると思う。（４０代・女性） 

・暮らしに戦争が入り込んでいく事がよくわかる展示だったと思う。（４０代・男性） 

・３館とも別々に見学に行ったことがあるが、連携企画展は見るのは初めてだったので勉強になった。 

それぞれ別のブースで展示を行っているが、３館の展示物を時系列に並べた合同展示があると歴史の 
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流れがわかり面白いと思う。機会があればまた見学した。（４０代・女性） 

・写真がたくさんあり当時の様子が理解できた。（３０代・女性） 

・戦争中や終戦直後の写真などがあり、当時のことが鮮明に伺えて感慨深かった。（２０代・女性） 

・他の地域でもぜひ企画展を開催して欲しい。もっとたくさんの人に知ってもらいたいと思った。 

 （２０代・女性） 

・暮らしに使っていた物が実際に見られて理解しやすかった。（小学生・男性） 

  

 

◎沖縄展 令和４年１１月３０日（水）～１２月１０日（土）   

○回収枚数 ８５ 枚  アンケート概要 

◯展示会をどのようにして知ったか（複数回答）  

通りかかって 遺族会 他の博物館 新聞・テレビ・ラジオ 友人・知人 広報誌 その他 

１８％ １６％ １１％ １０％ ８％ ５％ ３２％ 

◯展示内容について 

良い 普通 わかりにくい 未回答 

８１．２％ １７．６％ ０％ １．２％ 

〇昭和のくらしや文化について理解が深まったか 

よくわかった まあまあわかった わかりにくい 未回答 

４７％ ５１．８％ １．２％ ０％ 

〇特設コーナー「昭和館ポスターコレクション」について 

良い 普通 わかりにくい 未回答 

７４．１％ ２３．５％ ０％ ２．４％ 

◯性別 

男性 女性 未回答 

４９．４％ ４５．９％ ４．７％ 

 

◯年齢別 

１０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 未回答 

3.5％ 2.3% 4.7% 12.9% 22.4% 12.9% 27.2％ 11,8% 2.3% 

◯住所  

那覇市 糸満市 浦添市 沖縄市 宜野湾市 豊見城市 南城市 その他 未回答 

４０％ 1.2% 7.1% 1.2% 3.5% 2.3% 1.2% ４０％ 3.5% 

【主な意見】 

・沖縄の戦後史が豊富な写真でわかりやすく説明されていた。特設展示のポスター展では戦前から現代 

につながるグラフィックデザインの流れが理解できた。（８０代・男性） 

・もっと多くの当時の記録写真があるともっと説得力があったと思う。特に終戦直後の３０年代に撮影 

された衣類や食料品等の写真がもう少しあればベターだった。でも懐かしかった。ありがとう。 

（８０代・女性） 

・今後も続けて開催して欲しい。後世へのメッセージとして重要だと思う。（８０代・男性） 

・書物で知るより写真はもっとリアルでとても勉強になった。このような展示はもっとＰＲして欲しい。 

（７０代・女性） 

・復帰前に山里永吉や大城精徳が言った「沖縄の祖国は日本じゃない、琉球国だ」の言葉を思い出す。 
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（７０代・男性） 

・図録を作って欲しかった。買いたかった。ＰＲをもっとして県民に広く伝えて欲しい。もっと広報し 

て欲しかった。（７０代・男性） 

・千人針とかララ物資など巡回展を見て初めて知った。アーニー・パイル国際劇場が国際通りの由来だ 

という事もわかった。（５０代・女性） 

・沖縄に特化した展示は、九段下の昭和館ではほとんど無かったので参考になった。昭和館では見られ 

なかったポスターなどもあって良かった。（５０代・男性） 

・戦争を知らない子供達に見て欲しい。映像コーナーで体験談を聞けて良かった。（５０代・女性） 

・ポスターはあまり見る機会がないので勉強になった。デザインが興味深く現代でも通用するセンスの

作品もあって面白かった。当時の人はポスターに描かれた事を信じて戦争にまい進した。なぜその人

達は正しい判断ができなかったのだろうかと責める事はできない。当時、真実に気づいていた人は非

国民とされた。現代の自分達にも同じ事が起こっていないのだろうか。みんなが是としている事や国

がやれと強制している事が本当に正しいのか考えた方が良いと思った。（５０代・女性） 

・昭和初年～３９年の戦前・中・混乱期と高度成長期前夜までの展示で見ごたえがあった。沖縄の状況

はある程度知っていたが、やはり大きな写真になると実感がわく。ポスター展もおもしろかった。大

正期から日本は豊かだったのでポスターも洗練されている。日独合同映画で技術の流入があったのも

興味深い。当時は軍事技術もドイツに教えてもらっていた。次回は本土の展示も見たいし、昭和後期 

（昭和５０年代）の世相も見たい。（４０代・男性） 

・初めて見る写真がたくさんあって興味深かった。戦争体験をした方々の苦労を風化させないよう定期

的に開催して欲しい。ポスター展は今見てもおしゃれだなと思うデザインが多くて楽しかった。 

（４０代・女性） 

・昭和館はチラシなどで存在は知っていたが遠くて実際に脚を運べず今回沖縄に来てくれた事はとても

嬉しかった。写真のサイズ・キャプションも見やすかった。何よりも実際のモノの展示がとても良か

った。ポスターコーナーは現在でも通用するほどデザインが素晴らしい。特に印象的なのはプロパガ

ンダとしてデザインをしてきたデザイナーだ。戦後その心の傷は大きな罪悪感で重石のようであった

だろう。仕方なかったではすまされない事ではあるが、デザイナー達もまた戦争被害者の一人であっ

たと感じられた事はとても大きかった。沖縄本土復帰「５０年」から「５０周年」なのか。言葉一つ

の意味で大きく伝えたい事が変わると思う。（３０代・女性） 

・沖縄の戦時中の様子が写真やモノを通じて感じる事ができた。ポスター展示ではその時代の潮流が伝

わってくる。復興には多大な労力・時間を要するのだなと感じた。今生きている時代や生活に感謝し

て生きようと思う。（２０代・女性） 

・映像コーナーを見て戦争当時の事ついてよく知る事ができた。戦争をしてはいけないと改めて感じ 

た。（高校生・男性） 

・戦前から戦後の沖縄の暮らしや街並みの様子が良くわかった。写真やポスターなど説明があって分か

りやすい。戦争のない世界になって欲しいと思う。（中学生・女性）

 

                                                                            


